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  Ａ．研究目的 
 
泌尿器科領域において、AYA世代男性がんの代表は、
精巣腫瘍（胚細胞腫）である。しかし、発生頻度が
10万人に約1-2人と低く、患者のニーズ把握などつ
いての研究は不十分である。また、AYA世代とは言
ってもやや年齢層が高く、就労や家庭、妊孕性の問
題を抱えながらの治療となる。 
本研究では、AYA世代男性がん患者のニーズを把握
し、問題点を掘り起こしその対策を行うことを目的
とする。 
   
Ｂ．研究方法 
 
京都府立医科大学付属病院で治療中および経過観
察中の患者に対して、本研究グループの統一調査票
を用いて実態調査を行なった。 
     
（倫理面への配慮） 
京都府立医科大学のＩＲＢ申請を行なった。 
回答は無記名で、アンケート用紙の返送をもって、
同意を得られたと判断する。 
 
Ｃ．研究結果 
 
92名の男性がんサバイバーから回答を得た。白血
病が29名で、胚細胞腫瘍が25例で約50％を占めて
いた。 
後遺症や合併症についてのの悩みが多く、治療時2
0歳以上（27例）では、不妊や生殖機能に対する情
報、相談先を知りたかった割合が多かった（63％）。 
実際の合併症としての乏精子症は16例に認め、不妊
症を訴えたかも2名いた。また、精巣腫瘍の場合、
後腹膜リンパ節郭清によっておこる射精障害を25
例中7例に認めた。 
最も悩んだ事柄では、高司法、合併症が最も多く3
7％で、仕事のこと（30.4％、将来のこと（30％）、
生殖機能（24％）であった。 
妊孕性や就労についての不安が浮き彫りとなった
が、相談できる部署などが明確でなく、とくに男性
のがんの場合、その支援体制がの脆弱性が明らかと
なった。 
合併症に関する説明を受けていない方が20例（21.
7％）に認められた。説明を受けた方では、治療開
始前が41％で最も多かったが、約10％では、治療開
始後や幹細胞移植前といった時期に説明を受けて
いた。 

Ｄ．考察 
 
社会生活や家庭生活の中で、中心的な役割を果た
してゆくべき年代であるが故のくのうがあると推
察された。妊孕性（精子保存や射精神経温存手術）
に対する周知がいきわたらず、情報が手に入りに
くいと考えられた。 
 
Ｅ．結論 
 
化学療法や手術などがん治療に伴う生殖及び性機
能への影響は非常に大きな問題となっている。AY
A世代の男性のがんの代表は胚細胞腫（精巣腫瘍）、
リンパ腫などの血液腫瘍であるが、希少がんゆえの
情報の少なさや、若年男性特有の「多くを語らない」
という特徴と、医療者側の治療を優先させるという
意識から、性機能や妊孕性についての説明がないが
しろにされやすい側面を持っている。性機能・妊孕
性についての説明が必要と分かっていても説明が
できていないケースが多くあることも問題であり、
医療者側の意識および知識を増すことが重要であ
ると考えられた。 
また、すでにいくつかの都道府県ではネットワーク
が構築されてきているものの、どこの施設で精子保
存や生殖補助技術を用いた治療が可能かを知らし
めるネットワークの構築が急務であると考えられ
た。。 

 
 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
 
該当なし 
 
Ｇ．研究発表 
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研究要旨：希少がんでありAYA世代男性がんの代表である精巣腫瘍患者のニーズを把握し、
問題点を掘り起こしその対策を行う 



 
 2.  学会発表 
・中村晃和 シンポジウム 進行性精巣腫瘍に対す
る化学療法後の残存腫瘍の取り扱いー評価と治療
―「化学療法後の残存腫瘍切除の意義」    
第105回日本泌尿器科学会総会 2017/4/21-24,鹿
児島 
 
・中村晃和 ワークショップ poor risk胚細胞腫
治療のコンセンサスと課題 「救済化学療法」 
第15回日本臨床腫瘍学会学術集会 2017/7/27-29,
神戸 
 
・中村晃和 ケーススタディ 難治性精巣がんの治
療戦略 「keynote lecture」「救済化学療法」  
第67回日本泌尿器科学会中部総会 2017/11/24-26,
大阪 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 
該当なし 
 


